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平 成 ２ ９ 年 2 月 ８ 日 

北区消防団運営委員会決定 

 

北区消防団運営委員会傍聴規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、特別区の消防団の設置等に関する条例（昭和３８

年東京都条例第５３号）に基づき設置する北区消防団運営委員会（以

下「委員会」という。）の傍聴に関し必要な事項を定めることを目的と

する。 

 

（傍聴の手続） 

第２条 委員会を傍聴しようとする者は、先着順とし、係員の指示に従

い入場、着席するものとする。 

 

（傍聴人の定員） 

第３条 傍聴人の定員は、会場に応じ事前に委員長が定めた人数とする。 

 

（傍聴することができない者） 

第４条 次の各号に該当する者は、傍聴することができない。 

⑴  酒気を帯びていると認められる者 

⑵  人に危害を加え又は迷惑を及ぼす恐れのある物を携帯している者 

⑶  ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を携帯している者 

⑷  はち巻き、たすき、ゼッケン、ヘルメットの類を着用し又は携帯 

している者 

⑸  前各号に定めるもののほか、審議を妨害し又は人に迷惑を及ぼす 

と認められる者 

 

（傍聴人の守るべき事項） 

第５条 傍聴人は、静粛を旨とし、次の事項を守らなければならない。 

⑴  審議における言論に対し、拍手その他の方法により公然と可否を 

表明しないこと 

⑵  飲食又は喫煙をしないこと 

⑶  みだりに席を離れ又は不体裁な行為をしないこと 

⑷  携帯電話、パソコン等情報端末機器の電源を切ること 

⑸  写真撮影、録画及び録音等をしないこと 
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⑹  前各号に定めるもののほか、審議の秩序を乱し又は審議の妨害と 

なるような行為をしないこと 

 

（傍聴人の退場） 

第６条 委員長は、傍聴人がこの規程に違反したときは、当該傍聴人に

退場を命ずることができる。 

２ 傍聴人は、委員長から退場を命じられたときは、速やかに退場しな

ければならない。 

 

（その他） 

第７条 この規程に定めのない事項については、委員長が判断するとこ

ろに従うものとする。 
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課題１

前回の審議で抽出した課題と検討の方向性

地域防災の要である消防団として、社会情勢に応じて変化及び
成長していくこと

検討事項１

入団し活動を継続したいと思える組織の活性化方策について

・より多くの人が入団・活動しやすい組織づくり
・団員がやりがいを実感できる活動のあり方

１

課題２

地域で活動力を発揮していくことで、地域住民の負託に応え続けること

検討事項１

消防力維持のための計画的な人材育成方策について

・教育体制や目標管理等の方策
・効果的な訓練のあり方

検討事項２

地域に尽力する消防団を知ってもらう方策

・消防団員の災害活動の地域活動のあり方
・地域から理解と信頼を得るための消防団の認知度向上方策

・情報伝達や消防団事務における負担軽減
・災害活動における負担軽減

検討事項２

多様な人の活躍を可能とする活動環境の改善方策について

【 諮問事項】
「 変化する 社会情勢に適応し 、 特別区消防団の組織力を向上さ せ住民の負託に応え続ける 方策はいかにある べき か」

→ 団員へのアンケートを実施し、実状を把握して答申をまとめる
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（案） 

 

 

 

北区消防団運営委員会答申書 

 

 
「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上

させ住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」 

 

 

 

令和７年３月 日 

北区消防団運営委員会 
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第１章 諮問事項等 
本運営委員会に対して、令和５年８月１６日に諮問された事項等は次のと

おりである。 

第１ 諮問事項 

   「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の 

負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」 

第２ 趣旨 

特別区消防団は、地域になくてはならない代替性のない存在であり、地

域防災力の中核として、住民の負託に応えてきたところである。 

さらに、本年は、関東大震災から１００年の節目の年であるなど、消防

団への期待はさらに高まっており、東京の安全安心を守っていくためには

地域防災力の中核である消防団が、将来にわたって更に充実し、消防団と

しての役割を果たしていく必要がある。 

一方で、特別区においては、人口が２０３５年ごろに減少に転じ、２０

５０年をピークに高齢化が進行すると予測されているほか、近年は、ＤＸ

の進展によるテレワークなどの働き方の多様化や、単身世帯の増加による

地域コミュニティの希薄化など、社会情勢は常に変化している。 

このことから、各消防団や各区の特性なども踏まえながら、変化する社

会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける

方策について諮問するものである。 

 第３ 審議経過 

本運営委員会は、３回の会合を開催し、諮問事項の審議を行った。 

（表１参照） 

 

表１ 北区消防団運営委員会開催経過 

開催年月日等 審議事項等 

令和５年１２月１２日 

第１回会合 

１ 会議の公開等について 

２ 前回の答申及び対応方針 

３ 今回の諮問事項 

４ 検討の方向性 

令和６年 ６月２０日 

第２回会合 

１ 団員アンケートの集計結果及び分析 

２ 答申案について 

令和７年  月  日 

第３回会合 
北区消防団運営委員会答申について 
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第２章 北区内の消防団の現況 

消防団は、王子、赤羽、滝野川の３団で構成されており、令和６年６月１

日現在、北区内消防団の総団員数は５１２名であり、定数６１０名に対する

充足率は約８３．９％となっている。（表２参照） 

 

表２                      令和６年６月１日現在 

北区消防団員人員状況について 

 王子消防団 赤羽消防団 滝野川消防団 

定 員 ２００名 ２００名 ２１０名 

現在員 １７６名 １７９名 １５７名 

充足率 ８８．０％ ８９．５％ ７４．８％ 

性 別 

構 成 

男 女 男 女 男 女 

１４６名 ３０名 １２６名 ５１名 １３８名 １９名 

居住者 １０５名 ２５名 １０８名 ４４名 １２２名 １８名 

勤務地 ４１名 ５名 １８名 ７名 ７名 １名 

機能別 ０名 ０名 ４名 １名 ０名 ０名 

 

第３章 諮問事項を踏まえた本運営委員会における検討の方向性 

人口減少、高齢化、コミュニティの希薄化といった地域社会を大きく変質

させる要素から受ける影響は、地域に根差した存在である消防団にとっては

当然のごとく非常に大きいものとなる。 

消防団が将来にわたり組織を維持し、活動を続けるためには、年代、性別、

体力や勤務形態など多様な人にとって魅力や遣り甲斐が感じられ、参加しや

すいものとならなければならない。 

知事からの諮問を検討するに当たり、北区内３消防団に所属する全員を対

象にインターネットを活用したアンケートを実施した。（アンケート結果は

別添えのとおり。）アンケートを通じて、団員が何を動機や後押しに入団し、

どのような活動に意義や充実感を覚え、いかなる困難性を抱えているのかに

ついて明らかにした。これを基に当審議会において集中的に議論を行い、大

要として次章に示す結論に達したものである。 

 

第４章 社会情勢に適応した消防団の組織力向上の方策 

第１ 入団し、継続したいと思える組織づくりについて 

１ やりがいの強化 

入団の動機としては「地域貢献」への意欲が最上位となっている。 

  入団してよかったこと、実際にやりがいを感じていることについても

地域貢献に該当する項目が群を抜いている。（別添えアンケート結果、

設問５～８参照） 

  このことから、火災予防や救命に関する知識を身に付け、災害活動や

訓練指導という形で地域貢献を果たし、そのなかで団員同士や地域住民
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とのコミュニケーションを深めるという連鎖をさらに継続または強化し

ていく必要がある。 

２ 活動環境の多様化への対応 

団員を続けるうえで最も困難を感じていることは、「本業と両立する

ための時間的調整」であり、入団をためらう理由としても消防団活動に

多くの時間を割くことができないことが最大の要因となっている。（別

添えアンケート結果、設問９・１０参照） 

このことから、機能別団員をさらに拡充し、消防団内でのワークシェ

アリングを推進していくことで本業との両立を容易にし、より多様な方

が入団、活動できる環境を形成する必要がある。 

３ 実戦に即した訓練の推進 

消防操法を用いた訓練についてはこれまでも団員から様々な声が聞か

れるところであるが、アンケートにおいても操法による技術定着の効果

を認める声と、より実戦に即した訓練を望む声に大きく分かれた。 

また、操法大会に対しては、能力向上や結束を強める機会として肯定

的な意見が多い一方で、実際の活動とかけ離れた部分が評価に含まれる

実状について疑問が挙がった。意見を総合的に見るうえで、操法そのも

のへの否定ではなく実際の消防活動に必須ではない動作を採点されるこ

とへの疑義である点に留意する必要がある。（別添えアンケート結果、

設問２０・２１参照） 

このことから、団員が訓練成果を実感しつつチームワークを醸成して

いくため、操法大会における評価項目を見直し、極端な競技化を避けた

実施とすることが求められる。 

また、消防操法で基本を習得した後、より実戦的で火災現場に即した

活動訓練も推進していく必要がある。 

第２ 多様な人材が力を発揮できる活動環境の向上について 

１ 通信手段の強化とＤＸの推進 

災害発生時には、勤務地も住居もそれぞれ異なる団員が一斉に相互に

連携する必要があるため、通信環境の向上を望む声が大きい。 

また、スマートフォンが広く普及し生活の幅広い場面で利用されるな

か、消防団活動においても個人所有端末を活用できることを望む声が多

く挙がった。（別添えアンケート結果、設問１４・１５・１７参照） 

このことから、効率的で安定性の高い通信手段の確保とその台数の増

強が必要であり、消防団の緊急連絡や事務処理について個人所有の端末

を利用できる環境を構築することも有効である。 

２ 身体的な負担の軽減 

消防活動は身体的な負担が大きい。それらのなかでも大半の団員が共

通して厳しい負担として挙げているのが、夏の暑熱環境での活動である。 

近年、夏場の気温が上昇傾向にある中、熱中症防止に留意した活動を

徹底するとともに、水分補給や身体の冷却に配意した後方支援の確保が
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望まれる。 

また、筋力を求められる重量の大きい装備・資器材や、持久力を要す

る長時間にわたる活動など、体力的な面から活動に不安を抱くケースも

少なくない。（別添えアンケート結果、設問１６参照） 

北区内のように台地を有し傾斜が大きい地形での活動はさらに負荷が

増大することから、可搬ポンプ積載車の配置や資器材の軽量化・動力化

を進めていくことも必要である。 

 ３ 女性が安心して活動できる環境の整備 

女性の団員への対応として、トイレや更衣室など、施設環境への配慮

の必要性が最上位となった。（別添えアンケート結果、設問１３参照） 

このことから、女性がより活動しやすい環境を整備するため、分団本

部等の施設設置時に女性の視点も踏まえた計画とする必要がある。活動

内容については性差ではなく個々人の特性に合わせて活躍の場を選択で

きることが望ましい。 

第３ 計画的な人材育成について 

１ 基本的な消防活動能力の習得 

「訓練及び教養」の不足を感じている団員は半数近くに及んでおり、

訓練及び教養等に望む内容としては「基本的な消防活動」が最も多く、

次いで「消防隊との連携要領」、「ポンプの取扱い」、「火災性状や消

防戦術の知識」、「無線の取扱い」と続き、消火活動に必要となる知

識・技術を求める項目が上位を占めた。（別添えアンケート結果、設問

１１・１２参照） 

このことから、団員が火災現場で自信を持って活動できるよう、消防

活動に係る基本の徹底を主眼にして、訓練及び教養を繰り返す必要があ

る。 

２ 活動能力の可視化と目標の明確化 

団員個々の活動能力や技能については、約７割が一定程度以上把握でき

ている状況であるが、能力向上の目標が明確であるとの回答は半数を割り

込んでいる。（別添えアンケート結果、設問１８・１９参照） 

このことから、団員としての知識・技術を内容ごとに項目化したうえで

習得した技術について管理し、目標の明確化と能力向上への意識づけを図

る仕組みづくりが必要である。 

第４ 地域における消防団の認知度の向上について 

１ 積極的な地域交流 

入団を考える契機は「知人等からの紹介」が大半であり、入団を決め

る際にも「知人・友人が既に所属していたこと」が後押しとなっている。

（別添えアンケート結果、設問５・６参照） 

消防団という組織がより広く認知され、地域の人達とコミュニケーシ

ョンを取り合える関係性を築くことが入団に対する垣根を低くすること

につながる。このことから、地域住民との交流イベントや体験入団など
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の機会を作り、入団を考える前から地域内における人間関係を構築して

いくことが必要である。 

２ 「防災」コミュニティの構築 

町会等の行う防災訓練への指導や地域の祭礼等の警戒活動が、消防団

の認知度を上げているものと多くの団員が実感している。 

一方、北区内では再開発により大規模な共同住宅が次々と建設される

なか、新たな住民は町会未加入世帯となる場合も多く見られ、消防団と

接する機会も限られたものとなっている現状もある。（別添えアンケー

ト結果、設問１１・２３参照） 

このことから、消防団という組織と個々の団員が地域住民にとってよ

り身近な存在となるよう、地域の防災訓練等の計画段階から団員が参画

していくことが望ましい。 

地域の住民同士のつながりが希薄化するなかで、「防災」という住民

共通の関心事を起点として地域コミュニティを構築していくことは、防

災機関であり地域の一員でもある消防団だからこそ可能な取組である。 

 

第５章 おわりに 

本委員会への諮問を受け、人口構成や就業形態の変化、地域社会の状況の大

きな変化に対し消防団がどのように適応すべきか検討を重ね、特別区消防団の

組織力を向上させるための方策について取りまとめた。 

社会情勢の急速な変化に立ち遅れることなく、可能な限り速やかに所要の対

策を講じることで、首都直下地震をはじめとした災害に対する地域防災の備え

が、より強固なものとなることを強く望むものである。 

 



消防団運営委員会アンケート結果 

調査方法：WEB 調査 

調査期間：令和６年５月９日～令和６年５月２４日 

有効回答：１７９件 

 

 
 

 

 

 

 

 

王子

33%

赤羽

40%

滝野川

27%

１ 所属する 消防団

女性

19%

男性

81%

２ 性別

２ ０ 代以下

9%
３ ０ 代

5%

４ ０ 代

19%

５ ０ 代

32%

６ ０ 代

27%

７ ０ 代以上

8%

３ 年代

副分団長

15%

部長

23%

班長

15%

団員

33%

分団長以

上

14%

４ 階級



 

 

 

5

24

6

12

115

消 防 団 の 広 報 物 を 見 て

消 防 団 の 活 動 を 直 接 目 に し て

団 員 で あ る 親 族 ・ 友 人 ・ 知 人 等か ら の 誘 い

５ 入団のき っ かけは何ですか？

女

男

5

10

5

10

1

4

7

5

10

17

21

11

25

30

37

1

15

21

33

4

7

10

報 酬 （ 費 用 弁 償 ） が あ る こ と

消 防 活 動 に つ い て の 関 心・ 意 欲

知 人 ・ 友 人 が 所 属 し て い た こ と

地 域 貢 献 が で き る こ と

６ 消防団に入団を 決意する 際に、 動機や後押し と

な っ た こ と は何ですか？

２ ０ 代以下 ３ ０ 代 ４ ０ 代 ５ ０ 代 ６ ０ 代 ７ ０ 代以上

12

11

18

19

30

24

42

52

84

83

89

99

報 酬 （ 費 用 弁 償 ） が 得 ら れ る こ と

消 防 活 動 に 従 事 で き る こ と

仲 間 と 活 動 で き る こ と 、 仲 間 が 増 え た こ と

火 災 予 防 に 関 す る 知 識 が 深 ま っ た こ と

応 急 救 護 等 、 救 命 に 関 する 知 識が 深 ま っ た こ と

地 域 貢 献 に 関 す る 満 足 度 ・ 充 実 度 が 上 が っ た

７ 消防団員にな っ て 良かっ たと 思う こ と は

ど れですか？（ 複数回答可 ）

女 男



 

 

 

10

8

24

26

54

65

66

99

消 防 操 法 大 会

災 害 現 場 で の 活 動

防 災 訓 練 指 導 ・ 応 急 救 護訓 練 等の 普 及活 動

地 域 の 行 事 へ の 協 力 参 加

８ 消防団の活動において やり がいを 感じ る こ と は

何ですか？（ 複 数回答可）

女 男

8

8

6

19

25

41

48

113

深 夜 で も 災 害 へ の 出 動 が あ る こ と

休 日 に も 活 動 が あ る こ と

消 防 活 動 以 外 の 行 事 も 多 い こ と

本 業 と 両 立 す る た め 時 間的 な 調整 が 必要 な こ と

９ 消防団員を 続ける な かで困難を 感じ て いる こ と は

あ り ま すか？（ 複 数回答可）

女 男

4

7

11

15

11

13

25

33

64

69

人 間 関 係 へ の 不 安 が あ る こ と

体 力 ・ 健 康 面 で の 不 安 が あ る

こ と

ま だ 勧 誘 し た こ と が な い

休 日 で あ っ て も 、 活 動 に 当 た

る 時 間 的 な 余 裕 が な い こ と

仕 事 の 関 係 で 、 災 害 出 場へ の

急 な 対 応 が で き な い こ と

１ ０ 入団を 勧誘し た際に、 相手の方の入団でき な い

理由や障害と な っ た こ と はあ り ま すか？（ 複数 回答可）

女 男



 

 

 

8

9

11

13

19

32

34

42

52

67

自 己 学 習 の た め の 教 材

団 員 同 士 の 交 流 の 機 会

町 会 ・ 自 治 会 と の 接 点

町 会 ・ 自 治 会 に 未 加 入 の 地 域 住 民 と の 接 点

訓 練 ・ 教 養

１ １ 消防団での活動を 通じ て 、 不足し て いる と 思う

こ と はあ り あ り ま すか？（ 複数回答 可）

女 男

8

7

10

11

9

12

12

23

30

43

47

52

61

98

英 会 話 、 手 話 の 技 能

健 康 ・ 体 力 の 向 上 に 関 す る 知 識

無 線 関 係

火 災 性 状 や 消 防 戦 術 に 関す る 知識

可 搬 ポ ン プ の 吸 水 ・ 送 水 の 操 作

消 防 隊 と の 連 携 活 動

基 本 的 な 消 防 活 動

１ ２ 訓練や研修、 教養等でよ り 充実さ せた 方がよ い

も のはあ り ま すか？（ 複数回 答可）

女 男

7

8

8

8

9

12

13

37

38

40

64

64

性 別 に よ る 特 段 の 異 な る 対 応 は 必 要 な い

女 性 団 員 の た め の 訓 練 ・ 研 修

女 性 の 先 輩 団 員 か ら の フ ォ ロ ー の 体 制

女 性 と 男 性 で の 消 防 活 動 の 役 割 の 分 別

参 加 し や す い 柔 軟 な ス ケ ジ ュ ー ル

分 団 本 部 の ト イ レ や 更 衣室 な ど の 施 設環 境

１ ３ 女性の団員への対応や配慮において 必要と 感じ

る こ と はあ り ま すか？（ 複数回答可）

女 男



 

 

 

9

12

29

36

48

115

電 話

メ ー ル

L I N E 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ア プ リ

１ ４ 災害への出場命令の連絡手段と し て 最も 良いと

思う も のは何ですか？（ 複数回答可）

女 男

10

13

16

31

3

7

13

16

8

14

14

26

5

14

14

15

3

16

10

10

事 務 局 と の 電 話 で の や り と り

出 場 通 知 書 の 提 出

団 長 通 知 な ど の 各 種 連 絡事 項 の 伝 達

被 服 の 要 求 や サ イ ズ 変 更 の 届 出

１ ５ 消防団事務のう ち 、 効率化し て 欲し いも のは何

ですか？（ 複 数回答可）

団員 班長 部長 副分団長 分団長以上

3

4

8

8

3

9

9

21

14

13

12

29

42

42

44

85

ホ ー ス の 延 長

可 搬 ポ ン プ 積 載 車 の 運 行

放 水 の 圧 力

個 人 装 備 品 や 資 器 材 の 重 量

可 搬 ポ ン プ の 搬 送

冬 場 の 寒 冷 環 境 で の 活 動

持 久 力 を 要 す る 長 時 間 の 活 動

夏 場 の 暑 熱 環 境 で の 活 動

１ ６ 消防活動を 行う な かで、 身体的な 負担が特に厳

し いと 感じ て いる こ と はあ り ま すか？（ 複 数回答 可）

女 男



 

 

 

 

 

 

3

6

11

8

16

23

29

36

44

77

無 線 機 台 数 の 増 強

特 に な し

消 防 団 事 務 を 行 う た め の パ ソ コ ン 、 タ ブ レ ッ ト 等 の 端 末

M C A 無 線 に 代 わ る 通 信 手 段

個 人 の ス マ ー ト フ ォ ン で 使 用 で き る 消防 団 ア プ リ

１ ７ 消防団の事務等において 、 導入し て 欲し いも の

はあ り ま すか？（ 複数回答可）

女 男

6%

57%

27%

10%

１ ８ 各団員の個々の活動能

力や技能を把握でき ていま す

か？

把握でき ている ある 程度把握でき ている

あま り 把握でき ていない 把握でき ていない

6%

39%

43%

12%

１ ９ 各団員の個々の活動

能力向上に関し て目標は明

確になっていま すか？

明確になっ ている

ある 程度明確である

ど ちら かと いう と 不明確である

不明確である



 

 

 

6

9

19

16

71

62

ど ち ら と も い え な い ・ わ か ら な い

規 律 と 一 連 の 動 作 が 型 と し て 身に つ く た め 、 操 法 は 有 効 で あ

る

操 法 で は な く 、 実 戦 に 即し た 訓練 を 実施 し た 方 が 有 効 で あ る

２ ０ 消防操法の訓練について ど のよ う に

考え ま すか？

女

男

4

10

10

19

17

37

41

63

62

82

訓 練 回 数 な ど の 負 担 を 軽く し た 方 が よ い

大 会 を 実 施 す る 必 要 性 は 低 い

集 中 的 に 訓 練 を 重 ね る よ い 機 会 で あ る

実 災 害 に 即 し た 活 動 内 容と し た 方 が よ い

団 員 同 士 の 結 束 を 強 め る よ い 機会 で あ る

２ １ 操法大会について 、 実感に近いも のを 選んでく

ださ い （ 複 数回答 可）

女 男

3

5

5

10

11

14

10

23

27

22

76

89

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 足で 参 加し に く い

費 用 弁 償 額 が 少 な い

土 日 休 日 く ら い は 休 み た い

訓 練 不 足 で 災 害 活 動 が 不安

日 中 は 管 外 で 仕 事 を し て い る

時 間 的 に 余 裕 が な い

２ ２ 災害活動や地域活動において 、 参加率向上を 妨

げて いる も のは何ですか？

女 男



 

 

10

9

10

12

10

12

16

25

23

31

34

34

42

49

49

48

86

88

街 頭 募 集 活 動

口 コ ミ

各 種 訓 練

地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 誌 等

区 報

災 害 現 場 で の 活 動

消 防 団 独 自 の 防 災 フ ェ ア 等 ( 主 に 町 会 等 の 未 加 入 者 を 対 象 )

地 域 の 祭 り や イ ベ ン ト の 警 戒

町 会 自 治 会 へ の 訓 練 指 導

２ ３ 地域で消防団の認知度を 上げる た めには何が有

効だと 思いま すか？（ 複 数回答可）

女 男



令和６年５月１３日 

 

町 会 長
 各 位 

自 治 会 長

 

一般財団法人 王子防火防災協会 

理 事 長  栗 橋  弘 明 

 

 

王子消防団と町会・自治会との更なる連携強化について（依頼） 

 

 

薄暑の候、各町会・自治会の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶

び申し上げます。 

さて、本年１月１日に発生いたしました「令和６年能登半島地震」では、甚大

な人的・物的被害がもたらされました。被害に遭われた方々に心よりお見舞い申

し上げますとともに、犠牲になられた方々に深く哀悼の意を申し上げる次第であ

ります。 

都内においても、３０年以内に７０％の確率で、「首都直下地震」の発生が危

惧され、甚大な被害の発生が想定されています。 
王子地区も例外ではなく、多数の建物倒壊や火災発生危険区域も存し、町会・

自治会の対応も困難を強いられることが予想されます。そこで、被害軽減のため

重要となることが、各町会・自治会と地元消防団との連携であります。 

消防団は、担当区域ごとの各分団長を中心に、地域に精通する一般住民等によ

り構成された公的組織です。消防団員には、火災での消火活動は勿論のこと、地

震・水災等の自然災害の際にも、地域住民ならでは地域に寄り添った活動が期待

されることから、消防団は町会・自治会にとって、これまで以上に連携強化が必要とさ

れる組織であると考えております。 
つきましては、普段の防火防災訓練はもとより、各町会・自治会の定例会議等

の際にも消防団を交え、お互いの意見・情報交換を図り、有事の際に相互が連携した

災害対応を行うため普段から顔の見える信頼関係を築いていただけるよう、改め

てお願いするものです。 
また、令和６年６月２日（日）９時より、王子消防団消防操法大会が（株）日

刊スポーツＰＲＥＳＳ王子工場（堀船四丁目２番３号）敷地をお借りして開催さ

れます。王子消防団の雄姿をご覧になっていただくとともに、団員の士気高揚の

ためにも、是非、皆様に足をお運びくださいますようお願い申し上げます。 
 
 

（一財）王子防火防災協会事務局 
電話  ０９０－４６０８－８８４６ 
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